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【公表日】平成26年8月28日(2014.8.28)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月28日(2015.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのイナータを含む列車車両用サスペンションシステムにおいて、
　使用時に、前記列車車両の性能基準を所定の範囲に維持しながら前記列車車両のヨー剛
性が低減され、前記性能基準には、最大横方向物体加速度および最小減衰比の少なくとも
１つが含まれる、ことを特徴とする列車車両用サスペンションシステム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのイナータに連結された少なくとも１つのダンパをさらに含む、請
求項１に記載の列車車両用サスペンションシステム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのダンパは、前記少なくとも１つのイナータに直列に連結される、
請求項２に記載のサスペンションシステム。
【請求項４】
　横方向補助サスペンションシステムである、請求項１～３のいずれか一項に記載のサス
ペンションシステム。
【請求項５】
　横方向主サスペンションシステムである、請求項１～３のいずれか一項に記載のサスペ
ンションシステム。
【請求項６】
　前記横方向物体加速度は、２ｍ／ｓ２未満、好ましくは１ｍ／ｓ２未満、より好ましく
は０．２２０４ｍ／ｓ２未満である、請求項１～５のいずれか一項に記載のサスペンショ
ンシステム。
【請求項７】
　前記最小減衰比は０．１％よりも大きい、好ましくは１％よりも大きい、より好ましく
は５％よりも大きい、請求項１～６のいずれか一項に記載のサスペンションシステム。
【請求項８】
　前記最小化されたヨー剛性は、３．７７ｘ１０７Ｎ／ｍ未満、より好ましくは４．３８
ｘ１０６Ｎ／ｍ未満、さらにより好ましくは４．１２ｘ１０６Ｎ／ｍ未満である、請求項
２～７のいずれか一項に記載のサスペンションシステム。
【請求項９】
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　請求項１～８のいずれか一項に記載のサスペンションシステムを含む列車車両。
【請求項１０】
　軌道の摩耗を低減する方法であって、列車車両の性能基準を所定の範囲に維持しながら
前記列車車両のヨー剛性が低減され、前記性能基準には、最大横方向物体加速度および最
小減衰比の少なくとも１つが含まれる、ことを特徴とする、少なくとも１つのイナータを
含む列車車両用のサスペンションシステムを設けるステップを含む方法。
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